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 本稿では，外来語語末長音の表記のゆれを調査する資料として BCCWJ を，同じく発音の
ゆれを調査する資料として CSJ を用いる。 
BCCWJ は複数あるレジスターから成るコーパスであるため，今回の調査においてどのレ
ジスターを調査資料とするかが問題となる 3。複数あるレジスターから調査資料とするレジ
スターを選定する際の観点としては，以下の 3 点が挙げられる。 
(2) ・ CSJ に収録した 2000 年前後の話し言葉と同時期の書き言葉を収録したレジスター
であること。 
・ 発音のゆれと表記のゆれとの関係を明らかにするという目的から，国が定めた外





一つ目の観点からは 2001 年から 2005 年に発行された書き言葉を対象とした出版・書籍，






 BCCWJ，CSJ とも言語単位として長単位と短単位の 2 種類を採用している 4。今回の調査
では，このうち短単位を用いた。ただし BCCWJ と CSJ とでは，外来語の短単位認定に違い
がある。BCCWJ，CSJ ともに原語で 1 語に相当するものを最小単位とする点は共通してい
る。しかし BCCWJ ではその最小単位を他の最小単位と結合させずに単独で 1 短単位とする
                                                        
2 外来語の表記と発音については，NHK 放送文化研究所がアンケート調査を行っている。その結果につ
いては，石野(1974)を参照。 
3 BCCWJ の設計については，前川，山崎(2014)を参照。 




のに対して，CSJ では他の最小単位一つとの結合までを 1 短単位としている。例えば，「フ
リーツアー」「逆フィルター」は，BCCWJ，CSJ でそれぞれ次のように単位認定される。 
 (3) BCCWJ ： ｜フリー｜ツアー｜  ｜逆｜フィルター｜ 
   CSJ ： ｜フリーツアー｜   ｜逆フィルター｜ 








〔例〕エレベーター ギター コンピューター マフラー 













を対象に『中納言』2.2.2.2 で，CSJ については短単位データ（CSJ 第 4 刷）を対象に『ひま
わり』ver.1.5.4 で用例を収集した。それぞれの検索条件は，以下のとおりである（例として，
語末ア段長音の検索条件を示す。）。 
(5) BCCWJ の検索条件式 
キー: (語彙素 LIKE "%[アカサタナハマヤラワガザダバァャ]ー" AND 語種="外") 
    IN (registerName="出版・書籍" AND (core="true" OR core="false")) 
WITH OPTIONS tglKugiri="|" AND tglBunKugiri="#" AND limitToSelfSentence="1" AND 
tglFixVariable="2" AND tglWords="20" AND unit="1" AND encoding="UTF-16LE" AND 
endOfLine="CRLF" 
(6) CSJ の検索条件 
    ［検索文字列］－［代表形(短単位)］ ： [アカサタナハマヤラワガザダバァャ]ー 
                                                        














表記）か長音符号を省く表記（符号無表記）か）の調査結果を表 1 に，CSJ における外来語
語末長音の発音（長音か短音か）の調査結果を表 2 にまとめた。表 1 の「全体」列には BCCWJ
（出版・書籍）の長音符号表記，符号無表記の度数と割合を，表 2 の「全体」列には CSJ の
長音，短音の度数と割合を示した。また表 1，表 2 ともア段音，イ段音，ウ段音等の母音別
の度数，割合も示した。 
 表 1，表 2 の「全体」列を見ると，BCCWJ（出版・書籍）では長音符号表記が 83.0%，符






























全体 ア段 イ段 ウ段 エ段 オ段
19578 11556 5405 1533 610 474
92.3% 90.6% 93.1% 99.3% 98.9% 98.5%
1630 1204 401 11 7 7
7.7% 9.4% 6.9% 0.7% 1.1% 1.5%短音
長音
全体 ア段 イ段 ウ段 エ段 オ段
80986 47509 21968 6414 1953 3142
83.0% 83.9% 74.9% 99.2% 98.8% 99.9%
16597 9145 7373 53 23 3









図 1：表記のゆれ（ア段音，語末音別）   図 2：表記のゆれ（イ段音，語末音別） 
図 3：発音のゆれ（ア段音，語末音別）   図 4：発音のゆれ（イ段音，語末音別） 
 
 


























































記，長音と短音の割合を調査した。図 1，2 は BCCWJ（出版・書籍）の，図 3，4 は CSJ の
調査結果である。図 1，2 には度数 500 以上の語末音を，図 3，4 には度数 200 以上の語末音
を示した。 





超えており，「リ」（23.2%）も 2 割台である。一方，他の語末音はいずれも 5%以下で低い割
合となっている。 
 CSJ のア段音（図 3）では「ア」の短音率が 38.4%で最も高く，「タ」が 11.8%でそれに次
ぐ。しかしその他の語末音の短音率は 1 割を下回っている。イ段音（図 4）については，全
体的に短音率が低く，最も短音率が高い「リ」でも 10.9%で，「リ」以外の音は全て 10%を
下回っている。 












は，BCCWJ（出版・書籍）では「ア」「ファ」「ティ」「ディ」の 4 音で，CSJ では「ア」の
1 音である。 





表 3：符号無表記度数上位語（語末「ア」）   表 4：符号無表記度数上位語（語末「ファ」） 
 





エアー 283 238 84.1%
ピアー 33 33 100.0%
オンエアー 32 26 81.3%
ビューアー 30 24 80.0%





ソファー 518 388 74.9%
バッファー 154 146 94.8%
サイファー 11 11 100.0%
メタファー 55 2 3.6%
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表 5：符号無表記度数上位語（語末「ティ」） 表 6：符号無表記度数上位語（語末「ディ」） 









※ 異なり 35，延べ 665，短音 255 
 
 まず，BCCWJ（出版・書籍）において語末音「ア」を持つ語を示した表 3 を見ていく。
表 3 の下にあるとおり，語末音「ア」を持つ語は異なり 33，延べ 1124 である。延べ 1124 の
うち 369 が符号無表記で用いられたものである。この表 3 から，《エアー》の符号無表記の
度数が非常に高いことが分かる。《エアー》だけで語末音「ア」の符号無表記の 64.5%を占
める。また表 3 に挙げた 5 語で，語末音「ア」の符号無表記の 96.7%を占める。 
 表 4，表 6，表 7 についても，表 3 と同様の傾向が認められる。表 4 を見ると，《ソファ
ー》が語末音「ファ」の符号無表記の 64.5%を占めている。また語末音「ファ」の符号無表
記は，表 4 に挙げた 4 語のみで生じている。表 6 では，《ボディー》が語末音「ディ」の符
号無表記の 41.5%を占めており，表 6 の 5 語で，語末音「ディ」の符号無表記の 82.0%を占








数は 4223 である。表 5 に示した語の符号無表記の度数は合計 2197 であるが，全体に占め
る割合は 52.0%で，他の語末音に比べると低い割合となっている。 








コミュニティー 608 548 90.1%
パーティー 829 467 56.3%
プロパティー 464 456 98.3%
セキュリティー 408 392 96.1%





ボディー 473 431 91.1%
レディー 206 168 81.6%
メロディー 228 118 51.8%
スタディー 85 74 87.1%





ドアー 160 141 88.1%
クラシファイアー 37 23 62.2%
バリアー 22 20 90.9%
アウトドアー 26 18 69.2%
















（比率）で生じていることが挙げられる。表 3，表 4，表 6，表 7 に挙げた語がこれに当た
る。このうち，表 3 と表 7 とは同じ語末音「ア」を持つ語であるが，二つの表で一致する語
が見られない。これは発音と表記とでずれが生じていることを示しているものといえる。 
外来語の語末長音の表記で長音符号を省くことについては，JIS 規格との関係が考えられ













































本研究は，JPSP 科研費 17K02794 の助成を受けたものです。 
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